「愛の旋律は奏でられて」
私にとっての「聖書と旅」の「旅」は、この人生そのものの見過ぎ世過ぎである。
思えば幼い頃から変わった子と云われ、人と上手く関われない自分だった。短気で、良好な人間関係を維持するのが苦手だった。小学校の遠足などの班分けでは、どこかの班に入れてもらえるように苦労したものだった。
　高校時代にはクラスの女の子とお付き合いしたくて交際を申し込んでは断られるの連続。
何も良いことがなく過ごした高校時代だったが、予備校の夏の講習で上京した折に手渡されたギデオン協会の聖書の一節にふと目がとまり、「何が神だ、そんなものいるものか」とうそぶいていた自分に、次の言葉が浸み込んだ。マタイの福音書十一章二十八節。
「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあなたがたを休ませてあげます」
この言葉に触れた途端、ギリギリと自分を縛っていた縄目が解け、心が軽くなった。この経験は、洗礼を受ける前から、神が自分に目を注いでいて下さった証として忘れることはできない。
　大学に進学し、相変わらずサークルの仲間にもなじめず孤独をかこっていたが、不思議な導きで大学近くに住むドイツ系アメリカ人宣教師に出会った。暖かな春の光のようなオーラを感じさせる宣教師は、ミッション系大学の学院長という激務の中、私の悩みを何度も聴いて洗礼へと導いてくれた。
　就職後も、人生という「旅」を行く「生き辛さ」は続いた。何度も、聖書に禁じられている罪も犯した。その度、自分の頬を殴って赦しを願った。だが、二、三回ならともかく、その罪が例えば千回、千一回になったら、何といって神に詫びればいいのだろうと悩んだ。
　そんな自分に心に響く声があった。
「おまえの故郷に、優しく清い伴侶が待っているから」
　その言葉通り、故郷で再転職した会社で、現在の家内に出会い、親御さんの猛反対にも拘わらず結婚できた。
結婚後も幾つか転職し、教会も転々とした。人は皆「奥さんはいい人なんだけど」と噂した。
苦しい時、不安の時、気がつくと心に讃美歌の一節がメロディとして流れていた。
「いつくしみふかき　ともなるイエスは」
の三一二番であったり、第二篇の一六一番「かがやく日をあおぐとき」であったりした。
　特に落ち込んだり不安の時は三八〇番の「たてよ　いざたて　主のつわもの」が湧きおこることもあった。気づけば心に響いている旋律。いったいこれは何だろう。聖霊が懸命に励まし、安らぎを与えて下さっているのだと気づくのに何年もかかった。
　現在は、教会には通わないものの、毎朝聖書を読んでデボーションをしている。
人生の旅路を支えてくれた信仰。それは三歩進んで二歩下がるどころか、三歩進んで二・八歩下がるような不首尾で遅々としたものだった。
―迷い羊、はぐれクリスチャン―。
そう見えるかもしれぬ。
だが、そんな自分でも、神はどこまでも追いかけて来て下さり、決して捨てることはなかったのである。
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